
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
４
３
回 

 

令
和
元
年
度
世
界
遺
産
「
吉
野
・
大
峰
」
地
域
連
絡
協
議
会 

 

電
源
開
発
㈱
橋
本
流
通
事
業
所
と 

植
平
工
業
㈱
会
長 
植
平
修
氏
の
表
敬
訪
問 

 

◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
９
月 
１
２
日
（
木
） 

晴 

◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
名
） 

毎
年
９
月
の
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
「
吉
野
・
大
峰
」
連
絡
協
議
会
に
出
席

し
て
い
る
が
、
協
議
会
は
午
後
か
ら
始
ま
る
の
で
、
午
前
中
に
電
源
開
発
と
植

平
工
業
の
２
ヶ
所
を
訪
問
し
た
。 

 

電
源
開
発
橋
本
事
業
所 

所
長 

川
上
真
一
氏 

川
上
氏
は
本
年
４
月
に
着
任
さ
れ
た
が
、
以
前
、
橋
本
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
行
仙
宿
に
も
数
回
登
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

◎
春
と
秋
の
定
期
寄
贈
品
の
お
礼 

水
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
缶
パ
ン
、
く
い
丸
を
荷
揚
げ
し
て
い
る
が
、
必
要
な

も
の
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

◎
送
電
線
工
事
で
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉

が
あ
っ
た
。 

◎
浦
向
道
の
鋼
鉄
製
架
橋
に
伴
い
、
植
平
工
業
の
製
品
を
案
内
、
架
橋
実
績

を
紹
介
し
た
。 

 
 

 
 

 

電
源
開
発
㈱
で 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

植
平
工
業
㈱
本
社
工
場 

 

植
平
工
業
㈱ 

奈
良
県
宇
陀
市
の
本
社
工
場
を
訪
問
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
見
る
町
工
場
を 

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
が
、
到
着
し
て
そ
の
広
大
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
工
場
の
敷

地
だ
け
で
３
０
０
０
～
４
０
０
０
坪
、
周
辺
の
山
林
も
含
め
る
と
約
９
０

０
０
坪
（
三
町
歩
）
あ
る
と
い
う
。
大
型
の
建
屋
が
５
～
６
棟
あ
っ
て
、

建
坪
は
１
０
０
０
坪
を
越
え
て
い
る
。
工
場
の
裏
手
は
植
平
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
農
園
で
、
事
務
所
に
は
５
～
６
人
の
女
性
従
業
員
が
お
ら
れ
た
大
工
場

で
あ
る
。 

◎
８
月
１
１
日
の
架
橋
工
事
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
の
お
詫
び
と
、
救
命
措

置
の
お
礼 

◎
架
橋
工
事
の
日
程
調
整
（
後
日
１
０
月
９
日
に
決
定
） 

◎
工
場
内
の
見
学 

 



世
界
遺
産
「
吉
野
・
大
峯
」
連
絡
協
議
会 

 
場
所
：
金
峯
山
寺
聚
法
殿
（
吉
野
山
ビ
ジ
タ
ー
） 

午
後
１
時
３
０
分
～
午
後
４
時 

 

開
会
挨
拶
：
総
本
山
金
峯
山
寺
・
五
條
良
知
官
長 

 
 
 
 
 

奈
良
県
地
域
振
興
部
文
化
資
源
活
用
課
長 

酒
本
健
司
氏 

講
演
：
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所 

資
料
課
長 

卜
部
行
弘
氏 

 
 
 
 

「
大
峰
山
と
菅
谷
文
則
元
所
長
」 

協
議
事
項
：
出
席
者
紹
介 

 
 
 
 
 

保
全
・
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
情
報
交
換 

 
 
 
 
 

前
回
協
議
会
の
概
要
等
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

世
界
文
化
遺
産
の
保
全
に
関
す
る
最
近
の
動
向 

 

当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
、
奥
駈
道
北
部
の
倒
木
処
理
、
釈
迦
ケ
岳
山
頂
の
釈
迦
如

来
像
基
部
石
積
の
修
復
工
事
、
平
治
宿
の
消
火
器
事
件
、
の
３
件
を
報
告
し
た
。 

(

記
；
沖
崎) 

 
 

 
 

 

五
鬼
助
さ
ん
と
会
場
に
向
か
う 

 

蔵
王
堂 

 
 
 
 

 
 

 

五
條
良
知
氏 

東
南
院
の
五
條
さ
ん
よ
り
、
山
彦
の
倒
木
の
処
理
は
非
常
に
有
難
い
。
１
０

０
０
年
続
く
修
験
の 

道
だ
け
に
行
者
が
安
心
し
て
安
全
に
通
れ
る
こ
と
に
対

す
る
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。 

“
世
界
遺
産
’
の
解
釈
は
単
な
る
奥
駈
道
だ
け
で
は
な
く
、
核
に
な
る
コ
ア
ゾ

ー
ン
と
周
辺
部
分
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
両
方
を
保
全
す
る
こ 

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
五
鬼
助
さ
ん
よ
り 

-

当
然
釈
迦
ケ
岳
の
釈
迦
像

は
世
界
遺
産
で
あ
る
は
ず
で
は
な
い
の
か
、
奥
駈
道
だ
け
が
世
界
遺
産
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
等
の
提
起
を
受
け
た
。
前
鬼
を
含
め
、
土
地
は
小
仲
坊
の
土

地
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

卜
部
行
弘
氏 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

協
議
会
参
加
者 

山
上
ケ
岳
の
東
南
院
の
石
垣
の
崩
壊
や
天
川
村
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
奥

駆
道
の
崩
壊
な
ど
、
文
化
庁
へ
の
補
助
制
度
の
状
況
も
問
わ
れ
た
が
、
奈
良
県

か
ら
は
文
化
庁
の
予
算
の
枠
内
で
の
処
理
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
具
体
的

な
数
字
の
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

森
林
管
理
署
か
ら
国
有
林
の
範
囲
で
あ
れ
ば
林
道
を
含
め
て
対
処
し
て
い
き



た
い
と
報
告
を
受
け
た
。 

環
境
省
は
吉
野
町
で
腹
の
赤
い
力
マ
キ 

リ
（
外
来
種
）
が
見
つ
か
り
、
駆

除
を
し
て
い
る
。
広
が
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
見
つ
け
た
ら
駆
除
を
と
の
要
請

を
受
け
た
。 

各
町
村
の
報
告
の
中
で
、
黑
滝
村
の
世
界
遺
産
担
当
が
、
教
育
委
員
会
か
ら

企
画
調
整
課
に
代
わ
っ
た
。
天
川
村
か
ら
は
新
規
採
用
さ
れ
た
職
員
が
す
ぐ
世

界
遺
産
の
担
当
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら
学
習
し
、
し
っ
か
り

世
界
遺
産
を
地
域
の
遺
産
と
し
て
根
付
か
し
て
い
き
た
い
と
の
表
明
を
受 

け

た
。 

 

奈
良
県
よ
り
世
界
遺
産
の
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
景
観
を
重
視
し
、
今

後
巨
大
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力
発
電
等
の
設
置
に
対
す
る
規
制
を
広
げ
て
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
。 

自
治
体
職
員
の
欠
席
が
多
か
っ
た
。
世
界
遺
産
の
保
全
活
動
の
基
本
は
市
町

村
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
財
政
的
な
部
分
を
含
め
大
変
な
こ
と
は
埋
解
で
き
る
が
、

世
界
遺
産
に
対
す
る
認
識
が
低
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
私
に
は
思
わ
れ
た
。 

奥
駈
道
や
歴
史
的
建
造
物
を
次
の
世
代
、
ま
た
そ
の
次
の
世
代
へ
と
何
世
代
も

繫
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

最
後
に
「
山
彦
」
の
活
動
に
対
す
る
理
解
や
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
、
改
め
て

し
っ
か
り
と
今
後
も
力
を
人
れ
て
活
動
せ
ね
ば
、
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
た
連

絡
協
議
会
で
あ
っ
た
。 

(

記
；
濱
野) 

行
動
タ
イ
ム 

09

：20

電
源
開
発
㈱
橋
本
流
通
事
業
所
→11

：30

植
平
工
業
㈱
→11

：40

吉

野
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー16

：00 

 


